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健康危機管理の定義（厚生労働省健康危機管理基本指針より）

（地域健康危機管理ガイドラインより）
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健康危機管理の対象分野

医療安全

災害有事
重大危機

食品安全

原因不明
健康危機

医薬品医療
機器等安全

精神保健
医療

感染症

飲用水
安全

生活環境
安全

児童虐待
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介護等
安全
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非常時の連絡体制の徹底が求められている
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熊本市危機管理指針
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危機レベル 内 容 体 制 本部等

監視レベル
危機事象発生の可能性がある情報があり、
関係する局・区等と危機管理防災部が連携・
協力して、状況確認・情報収集に重点をおき、
その推移を見極める状態

※

警戒レベル 危機事象発生の可能性が高まり、所管の局・
区等で警戒態勢を図り、必要に応じて事件等
警戒本部を設置する事態

警戒本部体
制

事件等
警戒本部

全庁対応
レベル

危機事象が発生し、又は発生のおそれがあ
り、その被害の規模や社会に与える影響が極
めて大きいことから、事件等対策本部を設置し
全庁的に対応する必要がある事態

対策本部
体制

事件等
対策本部
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関係機関＜平常時＞
健康危機管理連絡会議

・議⾧ 保健所⾧
・事務局 医療政策課

健康危機管理幹事会
庁内13課＋医師

≪幹事会の任務≫
• 平常時において関係機関との広範で緊密な情
報交換を図ること

• 定期的に会議を開催し、健康危機の発生時に
迅速かつ円滑な対応ができる体制づくりに努
めること

• 連絡会議の議事に関すること 11


